
エイズ対策の新たな展開　体系図
☆･･･拡充する取組

プラン アクション 具体的な取組例

☆

☆

☆

☆

☆

13

14

ＨＩＶ診療を担う医療機関を確保
し、相互の連携を強化します

都民が受けやすい検査相談体制を充
実させます

　ＨＩＶ陽性者の支援

☆

☆

地域におけるＨＩＶ陽性者の生活を、そ
のニーズに合わせて支援します

16

15

拠点病院と保健所の連携の強化

☆

基礎的な情報の収集・解析に取り組
みます

☆

福祉･保健･医療の各部門の連携を確
保します

☆

☆

ＨＩＶ陽性者の心理的・社会的なサ
ポート体制を確保します

☆

☆

☆

働き盛りの世代に向けた取組を開始
します

保健所や学校等、地域の関係者の協
力による取組を進めます

4

多様なメディアを活用した情報提供
を行います

学校教育での取組を進めます

キャンペーン月間における集中的な
普及啓発を進めます

☆

5

☆

☆

対象層それぞれの特性に合った予防啓発
に取り組みます

☆

街頭キャンペーン、都庁舎ライトアップ等

小･中･高等学校での教育2

18
対象層やＨＩＶ陽性者に関する基礎的情
報の収集・解析等に取り組みます

医療機関同士のネットワークづくり
を図ります

8

9

10

11

パンフレット等啓発資材の作成・配布

ニューズレターやホームページ等による最新の情報提供

ポスター掲出、マスメディアによる広報

7

1

2

3

企業・大学等に向けたメールマガジンの発行

産業医を対象とした研修

教職員や保護者を対象とした講習会

「ふぉー・てぃー」来館者の参画による啓発イベント

啓発拠点事業を通じた活動の場の提供や企画への助言

都民に対し、ＨＩＶ感染に関する基本的
な知識の普及を進めます

受検者をきめ細かくフォローできる検
査・相談体制を構築します

学校・地域・職域等の場で、様々な機会
を通した啓発を進めます

人権擁護の視点からの取組を進めます

民間団体の活動を支援します

保健所等職員研修の実施

20

地域でＨＩＶ陽性者と係る医療・福
祉職の啓発・育成を図ります

☆

☆ 17

ピアエデュケーション

パソコンや携帯電話等メディアを通じた情報発信

講演会における手話通訳の導入等障害者への普及啓発

大学等への啓発資料の配布

企業に向けた検査情報等の提供

普及啓発拠点「ふぉー・てぃー」の運営
商店会、保健所、学校等地域との連携による予防啓発活動

ＮＰＯとの連携による個別施策層のコミュニティへの啓発

6 人権週間に合わせたキャンペーンの実施、普及啓発等

職域を対象としたメールマガジンの発行、講演会の実施

新任職員向けのエイズ研修

庁内外の人権部門との連携を図りま
す

☆

働き学びながら治療を受けられる環境を
整備します

12

☆

安心して受けられる相談体制を整備
します

☆

☆

☆
エイズ診療中核拠点病院を中心とした連携体制の強化

エイズ診療協力病院の診療水準の確保・強化に向けた検討

HIV診療以外の他科連携や一般医療機関における受入の促進

ＮＰＯとの連携による電話相談の実施

東京都多摩地域検査・相談室の拡充

東京都南新宿検査・相談室の運営

☆

☆

☆

☆

保健所における検査相談の実施

目  標

6

　エイズ及びＨＩＶ感染に
　対する理解の促進

1

3

　感染拡大の防止

5

4

職域への啓発に取り組みます

同性愛者や外国人等に向けた取組を
拡充します

都職員の意識啓発に取り組みます

若者に向けた取組を拡充します

☆

　目標を実現させるための
　基盤づくり

7

8

9

10 ＮＰＯ等多様な主体との協働を進めます

☆

療養支援に向けたマニュアルの作成・活用

地域関係機関相互の連携体制の構築

アジア大都市感染症対策プロジェクト

エイズ専門家会議における個別施策層に向けた取組等の検討

ボランティア講習会・連絡会の実施

国外の取組事例の調査研究に取り組みま
す

民間団体との一層の連携を図ります

22
他の行政機関等との連携協力を進め
ます

国・区市町村・他県市との連携の推進

発生動向調査・厚生労働科学研究の分析を通した実情把握

検査・受療等の機会を捉えた実情把握

19

21

☆

アジア大都市ネットワーク２１に基
づく取組みを進めます

人材育成研修の実施

エイズ専門相談員の派遣

ＮＰＯ等との連携による陽性者向けパンフレットの作成

エイズ協力歯科診療所紹介事業
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